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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
刑
事
施
設
に
お
け
る
医
療
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
十
一
月
十
四
日
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
一
九
二
号
）
三
及
び
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
刑
事
収
容

施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
号
）
第
六
十
一
条
等
の
規
定
に
基
づ
く
刑
事
施

設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
（
以
下
「
被
収
容
者
」
と
い
う
。
）
の
定
期
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
同
法
が
施
行
さ
れ
た
平
成

十
八
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

刑
事
施
設
に
お
い
て
被
収
容
者
が
悪
性
新
生
物
を
含
め
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の

症
状
等
に
応
じ
て
必
要
な
医
療
上
の
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

被
収
容
者
に
対
す
る
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
十
一
月
十
四
日
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
一
九
二

号
）
三
及
び
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
各
刑
事
施
設
に
お
い
て
、
法
令
に
従
い
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

一



刑
事
施
設
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
医
療
機
器
の
整
備
、
薬
剤
師
・
看
護
師
の
増
員
、
准
看
護
師
の
資
格

を
有
す
る
職
員
の
育
成
等
に
努
め
る
ほ
か
、
各
刑
事
施
設
に
お
い
て
、
地
域
の
医
師
会
、
医
療
機
関
等
に
対
し
医
師
を
確
保

す
る
た
め
の
協
力
を
求
め
る
な
ど
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
、
引
き
続
き
、
刑
事
施
設
に
お
け
る
医
療
体
制

の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二


